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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月18日(2009.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の一般式（Ｉ）を有する化合物
【化１】

［式中：
　・Ｘは、場合により（Ｃ１～Ｃ３）アルコキシ（Ｃ１～Ｃ３）アルキル基によって置換
された、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルアミノ基；Ｎ，Ｎ－（Ｃ１～Ｃ６）ジアルキルアミ
ノ（Ｃ１～Ｃ３）アルキル基を表すか、
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　・またはＸは、次式で表されるヒドラジノタイプの基であり、
【化２】

（式中、Ｒ１２およびＲ１３は、同一または異なり、水素原子もしくは（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル基を表すか、またはＲ１２とＲ１３とが、それらが結合している窒素原子と合一し
て、窒素含有複素環たとえばアジリジン、アゼチジン、ピロリジン、ピペリジン、ホモピ
ペリジンを形成していてもよい）、
　・Ｚは、酸素原子もしくは－ＮＨ－基を表し、
　・Ａｒ１は、フェニルを表し、
　・Ｙは、酸素もしくは硫黄原子を表すか、
　・そうでなければ、Ｙは窒素原子を表し、この場合、Ｚ、およびＺが結合しているフェ
ニルと合一して、複素環たとえばベンゾイミダゾールもしくはベンゾオキサゾールを形成
し、
　・Ｒ１およびＲ２は、同一または異なり、水素原子；ハロゲン原子；ヒドロキシル基；
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ３）アルキ
ル、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１～Ｃ３）アルキル、（Ｃ１～Ｃ３）アルコキシ（Ｃ
２～Ｃ３）アルコキシ、ヒドロキシ（Ｃ２～Ｃ３）アルコキシ、アミノ（Ｃ２～Ｃ３）ア
ルコキシ、Ｎ－（Ｃ１，Ｃ３）アルキルアミノ（Ｃ２～Ｃ３）アルコキシ、Ｎ，Ｎ－（Ｃ
１～Ｃ３）ジアルキルアミノ（Ｃ２～Ｃ３）アルコキシ、トリフルオロメチル、トリフル
オロメトキシ、アミノカルボニル、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、Ｎ，
Ｎ－（Ｃ１～Ｃ６）ジアルキルアミノカルボニル、アミノカルボニル（Ｃ１～Ｃ３）アル
キル、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルアミノカルボニル（Ｃ１～Ｃ３）アルキル、Ｎ，Ｎ－
（Ｃ１～Ｃ６）ジアルキルアミノカルボニル（Ｃ１～Ｃ３）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルコキシカルボニルもしくは（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１～Ｃ３）アルキ
ル基を表し、
　・Ｌ１は、酸素原子、硫黄原子もしくは（Ｃ１～Ｃ３）アルキレン基を表し、
　・Ａｒ２は、アリール、ヘテロアリールもしくはヘテロサイクル基たとえばフェニル、
チアゾール、インドール、ベンゾフラン、ベンゾオキサゾール、ベンゾイミダゾール、２
，３－ジヒドロベンゾフラン、もしくは３Ｈ－キナゾリン－４－オンを表し、
　・Ｒ３およびＲ４は、同一または異なり、水素原子；ハロゲン原子；ヒドロキシル基；
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ３）アルキ
ル、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１～Ｃ３）アルキル、（Ｃ１～Ｃ３）アルコキシ（Ｃ
２～Ｃ３）アルコキシ、ヒドロキシ（Ｃ２～Ｃ３）アルコキシ、アミノ（Ｃ２～Ｃ３）ア
ルコキシ、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ３）アルキルアミノ（Ｃ２～Ｃ３）アルコキシ、Ｎ，Ｎ－（Ｃ
１～Ｃ３）ジアルキルアミノ（Ｃ２～Ｃ３）アルコキシ、トリフルオロメチル、もしくは
トリフルオロメトキシ基を表し、
　・Ｒ１およびＲ３は、Ａｒ１、Ａｒ２およびＬ１と合一して３環をさらに形成していて
もよく、その場合、Ｒ１とＲ３が合一して（Ｃ１～Ｃ３）アルキレン基を表し、Ｌ１は特
に酸素または硫黄原子を表し、Ａｒ２はフェニルを表し、
　・Ａｒ２がフェニルまたはチアゾールの場合には、Ｌ２は下記の群の一つを表し、
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【化３】

（式中、
　・Ｒ１１は、水素原子；（場合によりモノもしくはポリフッ素化され、場合により複素
環たとえばテトラヒドロフランもしくはテトラヒドロピランにより置換された）（Ｃ１～
Ｃ６）アルキル基；（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル基；ヒドロキシ（Ｃ２～Ｃ６）アル
キル基；（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ（Ｃ２～Ｃ６）アルキル基；アミノ（Ｃ２～Ｃ６）ア
ルキル基；Ｎ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルアミノ（Ｃ２～Ｃ６）アルキル基；Ｎ，Ｎ－（Ｃ
１～Ｃ６）ジアルキルアミノ（Ｃ２～Ｃ６）アルキル基；または、複素環たとえばテトラ
ヒドロフランもしくはテトラヒドロピランであり、
　・Ｌ２ａ、Ｌ２ｃおよびＬ２ｄにおいて、Ｒ１１がＡｒ２（この場合、フェニル基を表
している）およびそれが結合している窒素と合一して、複素環たとえばインドリン；イソ
インドリン；テトラヒドロイソキノレイン；テトラヒドロキノレイン；３，４－ジヒドロ
－２Ｈ－ベンゾ［１，４］オキサジン；６，７，８，９－テトラヒドロ－５－オキサ－９
－アザ－ベンゾシクロヘプテンもしくは１，２，３，５－テトラヒドロ－ベンゾ［ｅ］［
１，４］オキサゼピンを形成していてもよく、
　・そうでなければ、Ｌ２ｂにおいて、Ｒ１１がＡｒ３（この場合、フェニル基を表して
いる）およびそれが結合している窒素と合一して、複素環たとえばインドリン；テトラヒ
ドロキノレイン；３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［１，４］オキサジン；６，７，８，
９－テトラヒドロ－５－オキサ－９－アザ－ベンゾシクロヘプテンまたは１，２，３，５
－テトラヒドロ－ベンゾ［ｅ］［１，４］オキサゼピンを形成していてもよく、
　・さらに、Ｌ２ａ、Ｌ２ｃおよびＬ２ｄにおいて、Ｒ１１がＡｒ３（この場合、フェニ
ル基を表している）およびそれが結合している窒素と合一して、複素環たとえば１，３－
ジヒドロ－インドル－２－オン；２，３－ジヒドロ－イソインドル－１－オン；１，４－
ジヒドロ－２Ｈ－イソキノリン－３－オンもしくは３，４－ジヒドロ－２Ｈ－キノリン－
１－オンを形成していてもよく、
　・そうでなければ、Ｌ２ｂにおいて、Ｒ１１がＡｒ２（この場合、フェニル基を表して
いる）およびそれが結合している窒素と合一して、複素環たとえば２，３－ジヒドロ－イ
ソインドル－１－オンもしくは３，４－ジヒドロ－２Ｈ－イソキノリン－１－オンを形成
していてもよい）
　・そうでなければ、Ｌ２はメチレンオキシもしくはオキシメチレン基を表し、
　・そうでなければ、Ｌ２は、フェニル、インドール、ベンゾフラン、ベンゾオキサゾー
ル、ベンゾイミダゾール、または３Ｈ－キナゾリン－４－オン基を表すＡｒ２との単結合
を表し、
　・そうでなければ、Ｌ２は、フェニル基を表すＡｒ２と、インドール、ベンゾフラン、
ベンゾオキサゾール、ベンゾイミダゾール、２，３－ジヒドロ－ベンゾフランもしくは３
Ｈ－キナゾリン－４－オン基を表すＡｒ３との単結合を表し、
　・Ａｒ３は、ヘテロアリール、アリールもしくはヘテロサイクリック基たとえば、フェ
ニル、インドール、ベンゾフラン、ベンゾオキサゾール、ベンゾイミダゾール、２，３－
ジヒドロ－ベンゾフラン、もしくはピペリジンを表すが、Ｌ２が単結合である場合には、
Ａｒ３とＡｒ２は、同時にヘテロアリール基であることはできずおよび同時にヘテロサイ
クリック基であることはできず、
　・Ｒ５およびＲ６は、同一または異なり、水素原子；ハロゲン原子；ヒドロキシル基も
しくはトリフルオロメチル基；（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、ヒ
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ドロキシ（Ｃ１～Ｃ３）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１～Ｃ３）アルキル、
（Ｃ１～Ｃ３）アルキルカルボニル、（Ｃ１～Ｃ３）アルコキシ（Ｃ２～Ｃ３）アルコキ
シ、ヒドロキシ（Ｃ２～Ｃ３）アルコキシ、アミノ（Ｃ２～Ｃ３）アルコキシ、Ｎ－（Ｃ
１～Ｃ３）アルキルアミノ（Ｃ２～Ｃ３）アルコキシ、もしくはＮ，Ｎ－（Ｃ１～Ｃ３）
ジアルキルアミノ（Ｃ２～Ｃ３）アルコキシ基を表し、
　・Ａは、単結合；酸素原子；（Ｃ１～Ｃ３）アルキレン、（Ｃ２～Ｃ３）アルキリデン
、（Ｃ１～Ｃ３）アルキレンオキシもしくはオキシ（Ｃ１～Ｃ３）アルキレン基を表し、
　・そうでなければＡは、下記の基の一つを表し、
【化４】

（式中、
　・Ｒ７は、水素原子；（Ｃ１～Ｃ６）アルキルもしくは（Ｃ１～Ｃ６）アルキルカルボ
ニル基を表し、
　・さらにＲ７は、Ｌ３およびＲ７が結合している窒素原子と合一して、窒素含有複素環
たとえばピペリジン、ピロリジン、ホモピペリジン、ピロリジン－２－オン、ピペリジン
－２－オン、アゼパン－２－オンを形成していてもよく、
　・Ｒ７は、場合により、Ａｒ３（この場合、フェニル基を表している）およびそれが結
合している窒素と合一して、複素環たとえばインドリン、テトラヒドロキノレイン、２，
３－ジヒドロ－イソインドル－１－オンもしくは３，４－ジヒドロ－２Ｈ－イソキノリン
－１－オンを形成していてもよい）
　・Ｌ３は、（Ｃ１～Ｃ６）アルキレン、（Ｃ３～Ｃ８）シクロアルキレン、Ｎ－（Ｃ２
～Ｃ６）アルキレンアミノ、（Ｃ２～Ｃ６）アルキリデン、（Ｃ３～Ｃ８）シクロアルキ
リデン、ビシクロもしくはポリシクロ（Ｃ６～Ｃ１２）アルキレン、ビシクロもしくはポ
リシクロ（Ｃ６～Ｃ１２）アルキリデン基を表すが、Ｌ３が酸素原子と窒素原子との両方
に直接結合されているかもしくは２個の窒素原子に直接結合されている場合には、Ｌ３は
メチレン基であってはならず、上述の基は場合により、１個または複数のフッ素原子によ
るか、１個または複数の（Ｃ１～Ｃ３）アルキル、（Ｃ１～Ｃ３）アルコキシ、ヒドロキ
シ、ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ３）アルキルもしくは（Ｃ１～Ｃ３）アルコキシ基によって置
換されていてもよく、
　・Ｌ３は、場合により、ＡおよびＡｒ３と合一して、酸素含有複素環たとえば２，３－
ジヒドロベンゾフラン、ベンゾフランもしくはクロマンを形成していてもよく、
　・Ｒ８およびＲ９は、同一または異なり、水素原子；場合により、フェニル基によるか
、飽和酸素含有もしくは窒素含有複素環たとえばテトラヒドロピラン－３もしくは－４－
イル、ピペリジン－３もしくは－４－イル、ピロリジン－３－イルまたはモルホリン－１
－イルによって置換されていてもよい（Ｃ１～Ｃ６）アルキル基；（Ｃ１～Ｃ６）アルコ
キシ（Ｃ２～Ｃ６）アルキル基；（Ｃ３～Ｃ８）シクロアルキル基；（Ｃ３～Ｃ８）シク
ロアルキル（Ｃ１～Ｃ４）アルキル基；飽和窒素含有もしくは酸素含有複素環たとえば、
テトラヒドロピラン－３もしくは－４－イル、ピペリジン－３もしくは－４－イル、ピロ
リジン－３－イル；アミノ、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルアミノ、Ｎ，Ｎ－（Ｃ１，Ｃ６
）ジアルキルアミノ、アミノ（Ｃ２～Ｃ６）アルキル、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ４）アルキルアミ
ノ（Ｃ２～Ｃ６）アルキル、Ｎ，Ｎ－（Ｃ１～Ｃ４）ジアルキルアミノ（Ｃ２～Ｃ６）ア
ルキル、Ｎ，Ｎ－（Ｃ１～Ｃ４）ジアルキルアミノ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルカルボニル、
テトラヒドロピラン－４－イル－アミノ（Ｃ２～Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ２～Ｃ
６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ４）アルコキシ（Ｃ２～Ｃ６）アルキル、ヒドロキシカルボニ
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ル（Ｃ１～Ｃ３）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１～Ｃ３）アルキ
ルもしくは（Ｃ１～Ｃ３）アルキルカルボニルオキシ（Ｃ２～Ｃ６）アルキル基を表すが
、上述の基は、場合により１個または複数のフッ素原子によって置換されていてもよく、
　・Ｒ８およびＲ９は、それらが結合している窒素原子と合一して、窒素含有モノ－もし
くはポリ環状複素環たとえば、アジリジン、アゼチジン、ピロリジン、ピペリジン、ピペ
ラジン、ホモピペラジン、［１，５］ジアゾカン、ホモピペリジン、モルホリン、２，７
－ジアザ－スピロ［４．４］ノナン、オクタヒドロ－ピロロ［３，４－ｃ］ピロール、オ
クタヒドロ－ピロロ［３，２－ｂ］ピロールを形成してもよいが、それらは場合により、
１個または複数のフッ素原子によるか、１個または複数のヒドロキシル、ヒドロキシ（Ｃ
１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、アミノ（Ｃ
１～Ｃ６）アルキル、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ４）アルキルアミノ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、Ｎ，
Ｎ－（Ｃ１～Ｃ４）ジアルキルアミノ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ４）アルコキ
シ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヒドロキシカルボニル（Ｃ１～Ｃ３）アルキル、（Ｃ１～Ｃ
６）アルコキシカルボニル（Ｃ１～Ｃ３）アルキル、（Ｃ１～Ｃ３）アルキルカルボニル
オキシ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルまたはモノもしくはポリフルオロ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
基によって置換されていてもよく、
　・Ｒ８および／またはＲ９は、Ｌ３およびそれらが結合している窒素原子と合一して、
モノ－もしくはポリ環状、窒素含有飽和もしくは不飽和複素環たとえば、ピロリジン、ピ
ペリジン、ホモピペリジン、８－アザビシクロ［３．２．１］オクタン、２－アザ－ビシ
クロ［２．２．２］オクタン、２－アザ－ビシクロ［２．２．１］ヘプタン、７－アザ－
ビシクロ［２．２．１］ヘプタン、１，２，３，６－テトラヒドロピリジンを形成してい
てもよいが、それらは場合により、１個または複数のフッ素原子によるか、１個または複
数のヒドロキシル、ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ
１～Ｃ６）アルコキシ、アミノ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ４）アルキルア
ミノ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、Ｎ，Ｎ－（Ｃ１～Ｃ４）ジアルキルアミノ（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１～Ｃ４）アルコキシ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ヒドロキシカルボニル（
Ｃ１～Ｃ３）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１～Ｃ３）アルキル、
（Ｃ１～Ｃ３）アルキルカルボニルオキシ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルまたはモノもしくはポ
リフルオロ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル基によって置換されていてもよいが；Ｌ３が、Ａおよ
びＡｒ３と合一して酸素含有複素環を形成し、それと同時にＲ８および／またはＲ９が、
Ｌ３およびそれらが結合している窒素原子と合一して窒素含有複素環を形成しているよう
な特定な場合では、それら全体が、多環たとえば１，２，３，４－テトラヒドロ－ベンゾ
［４，５］フロ［３，２－ｃ］ピリジンもしくは１，２，３，４，４ａ，９ｂ－ヘキサヒ
ドロ－ベンゾ［４，５］フロ［３，２－ｃ］ピリジン、そうでなければ次に示す多環を形
成し、
【化５】

　・Ａが、Ａａ、Ａｂ、ＡｃもしくはＡｄ基の一つを表している場合には、Ｒ８および／
またはＲ９は、場合により、Ｒ７、Ｌ３、およびＲ８およびＲ９が結合している窒素原子
と合一して、モノもしくはポリ環状窒素含有複素環たとえば、ピペラジン、ホモピペラジ
ン、［１，５］ジアゾカン、２，７－ジアザ－スピロ［４．４］ノナン、オクタヒドロ－
ピロロ［３，４－ｃ］ピロール、オクタヒドロ－ピロロ［３，２－ｂ］ピロール、ピペラ
ジン－２－オン、［１，４］ジアゼパン－５もしくは－２－オン、［１，５］ジアゾカン
－２－オンを形成していてもよく、
　・Ｒ８およびＲ９に結合されている窒素原子は、場合により、四級アンモニウムの形態
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であってよいが、その場合にはそれは次の形態で見られ、
【化６】

　Ｒ８およびＲ９は先に定義されたもの、特にそれらが（Ｃ１～Ｃ６）アルキル基を表し
、Ｒ１０は（Ｃ１～Ｃ６）アルキル基を表す］、
ならびに、その薬学的に許容される塩、その溶媒和化合物および水和物、光学異性体およ
び幾何異性体の一つ、もしくは混合物。
【請求項２】
　Ｒ８基およびＲ９基の内の少なくとも１個が水素原子とは異なる、請求項１に記載の一
般式（Ｉ）の化合物。
【請求項３】
　Ｒ１とＲ２とが同時に水素原子とは異なる、請求項１に記載の一般式（Ｉ）の化合物。
【請求項４】
　Ｙが酸素原子を表し、Ｚが－ＮＨ－基を表し、そして有利にはＸが、場合により（Ｃ１
～Ｃ３）アルコキシ（Ｃ１～Ｃ３）アルキル基により置換されたＮ－（Ｃ１～Ｃ６）アル
キルアミノ基を表す、請求項１～３のいずれかに記載の化合物。
【請求項５】
　Ｌ２が次式（Ｉ’）
【化７】

を有するＬ２ａタイプのアミド結合であることを特徴とする、請求項１～４のいずれかに
記載の化合物。
【請求項６】
　Ａが酸素原子であり、Ａｒ１およびＡｒ３がフェニル基であり、Ａｒ２がチアゾールも
しくはフェニルであり、そしてＸ、Ｙ、Ｚ、Ｌ１、Ｌ３、Ｒ１～Ｒ９およびＲ１１が請求
項１において定義されたものであり、次式（ＩＩ）

【化８】
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を有することを特徴とする、請求項１～５のいずれかに記載の化合物。
【請求項７】
　次式（ＩＩａ）
【化９】

を有し、Ａｒ１およびＡｒ３が有利には、３－もしくは４－フェニル基であることを特徴
とする、請求項１～６のいずれかに記載の化合物。
【請求項８】
　次式（ＩＩｂ）
【化１０】

を有し、Ａｒ１、Ａｒ２、およびＡｒ３が有利には、３－もしくは４－フェニル基である
ことを特徴とする、請求項１～６のいずれかに記載の化合物。
【請求項９】
　次式（ＩＩｃ）
【化１１】

［式中、
　・Ｘは、場合により（Ｃ１～Ｃ３）アルコキシ（Ｃ１～Ｃ３）アルキル基により置換さ
れた、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルアミノ基、好ましくはイソプロピルアミノおよび１－エチ
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ル－プロピルアミノを表し、および／または
　・Ｌ１は、硫黄原子もしくはメチレン－ＣＨ２－基であり、および／または
　・Ｒ１１は、水素原子もしくは（Ｃ１～Ｃ６）アルキル基を表し、および／または
　・Ｌ３は（Ｃ２～Ｃ６）アルキレン基であり、および／または
　・Ｒ８およびＲ９は、上述の式（Ｉ）において定義されたものであり、それらが結合し
ている窒素原子と合一して、窒素含有複素環、好ましくはピペリジンを形成しており、
　・そうでなければ、Ｒ９は、Ｌ３およびそれが結合している窒素原子と合一して、窒素
含有複素環、好ましくはピペリジンを形成しており、
　・Ｒ１～Ｒ６は、請求項１において定義されたものである］
を有することを特徴とする、請求項１～６および８のいずれかに記載の化合物。
【請求項１０】
　次式（ＩＩＩａ）
【化１２】

［式中、基
【化１３】

は好ましくは次式
【化１４】

を表す］
を有することを特徴とする、請求項１～７のいずれかに記載の化合物。
【請求項１１】
　次式（ＩＩＩｂ）
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【化１５】

［式中、基

【化１６】

は請求項９において定義されたものである］
を有することを特徴とする、請求項１～６、８および９のいずれかに記載の化合物。
【請求項１２】
　次式（ＩＩＩｃ）
【化１７】

［式中、
　・Ａｒ２はフェニル基、好ましくは４－フェニル、またはチアゾールであり、および／
または
　・Ａｒ３は、インドール、ベンゾイミダゾールもしくはベンゾフラン基であり、
　・上述の式（ＩＩＩｃ）の中の基
【化１８】

は好ましくは次式を表し、
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【化１９】

　・Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｌ１、Ｌ３、Ｒ１～Ｒ１１は、請求項１において定義されたものであり
、Ｒ１４は、水素原子、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルもしくは（Ｃ１～Ｃ３）アルコキシ（Ｃ
２～Ｃ６）アルキル基である］
を有することを特徴とする、請求項１～５のいずれかに記載の化合物。
【請求項１３】
　次式（ＩＩＩｄ）
【化２０】

［式中、
　・Ａは酸素を表し、
　・Ａｒ２はフェニル基、好ましくは４－フェニル、またはチアゾールであり、
　・Ａｒ３はピペリジンであり、
　・上述の式（ＩＩＩｄ）の中の基

【化２１】

は、好ましくは下記のものを表し、
【化２２】
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　・Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｌ１、Ｌ３、Ｒ１～Ｒ４、Ｒ８、Ｒ９、およびＲ１１は、請求項１にお
いて定義されたものである］
を有することを特徴とする、請求項１～５のいずれかに記載の化合物。
【請求項１４】
　次式（ＩＶａ）
【化２３】

［式中、
　・Ａは、下記の基の一つを表し、
【化２４】

　・Ｘ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５～Ｒ８およびＲ１１は、請求項１において定義されたものであ
る］
を有することを特徴とする、請求項１～５のいずれかに記載の化合物。
【請求項１５】
　次式（ＩＶｂ）

【化２５】

［式中、
　・Ａは、下記の基の一つを表し、
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【化２６】

　・Ｘ、Ｒ１～Ｒ８およびＲ１１は、請求項１において定義されたものである］
を有することを特徴とする、請求項１～５のいずれかに記載の化合物。
【請求項１６】
　次式（Ｖ）
【化２７】

［Ａｒ１、Ａｒ２およびＡｒ３はフェニル基であり、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｌ１、Ｌ３、Ｒ１～Ｒ
１１は、請求項１において定義されたものである］
を有することを特徴とする、請求項１～４のいずれかに記載の化合物。
【請求項１７】
　次式（ＶＩ）

【化２８】

［式中、Ａｒ１はフェニル基であり、Ａｒ２およびＡｒ３は、ヘテロアリール、アリール
もしくはヘテロサイクリック基たとえば、フェニル、インドール、ベンゾフラン、２，３
－ジヒドロ－ベンゾフラン、ベンゾオキサゾール、ベンゾイミダゾールであり、Ａｒ２お
よびＡｒ３は同時にヘテロアリール基ではなくおよび同時にヘテロサイクリック基ではな
く、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｌ１、Ｌ３およびＲ１～Ｒ９は、請求項１において定義されたものであ
る］
を有することを特徴とする、請求項１～４のいずれかに記載の化合物。
【請求項１８】
　以下のものから選択されることを特徴とする、請求項１～１７のいずれかに記載の化合
物、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
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フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イ
ルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキ
シ）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メチルカルバモイ
ルメチル－フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジ
ン－４－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－｛５－［４－（３－ジメチルアミノ－ウレイド）－２－メチルカルバモイルメチル－
フェノキシ］－チアゾール－２－イル｝－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イ
ルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－
ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－３－メチル－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキ
シ）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イ
ルオキシ）－Ｎ－メチル－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズア
ミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－３－イ
ルメトキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－
ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－フェノキシ｝－チアゾール－２－イ
ル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－フルオロ－フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－
ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（５－｛２－エトキシメチル－
４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－チアゾール－２－イ
ル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド
、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－クロロ－４－［３
－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛３－［４－（３－ジメチルア
ミノ－ウレイド）－２－メトキシ－フェノキシ］－フェニル｝－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（２－ヒ
ドロキシ－エチル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（３，３
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，３－トリフルオロ－プロピル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（３－メ
トキシ－プロピル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（４，４
，４－トリフルオロ－ブチル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－イソプロピル－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズア
ミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－２－フルオロ－フェニル）
－３－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－３－メチル－
ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－３－メトキシ
－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－３－クロロ－Ｎ－（４－｛４－［３
－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－
ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－メチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－
ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピロリジン－３－イ
ルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－３－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イ
ルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛３－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－３－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズア
ミド、
Ｎ－（４－｛３－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
トキシメチル－フェニル）－３－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－
ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛５－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－３－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズ
アミド、
４－（１－ベンジル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エ
チル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）
－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－３－イ
ルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛３－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－３－イルオキシ）－ベンズア
ミド、
Ｎ－（４－｛５－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
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キシ｝－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－３－イルオキシ）－ベンズ
アミド、
Ｎ－｛３－［４－（３－ジメチルアミノ－ウレイド）－２－メトキシ－フェノキシ］－フ
ェニル｝－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－３－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキ
シメチル）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－３－（１－イソプロピル－ピペリジン－３－イ
ルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルメト
キシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（
３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（
３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノ
キシ｝－フェニル）－Ｎ－エチル－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１
］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－エチル－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メト
キシ－フェノキシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１
］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－３－メトキシ－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．
１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
３－クロロ－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メト
キシ－フェノキシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１
］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－６
－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メチル－フェノキ
シ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（３
－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－２－フ
ルオロ－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（
３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－２－フルオロ－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．
１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛２－クロロ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキ
シ｝－フェニル）－Ｎ－エチル－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］
オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（２，２，６，６－テトラメチル－ピペリジン－４－イルオキ
シ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
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キシ｝－フェニル）－４－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－ピペリジン－４－イル
オキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（２－メチル－２－アザ－ビシクロ［２．２．２］オクト－（
５－シス）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソブチル－１，２，３，６－テト
ラヒドロ－ピリジン－４－イル）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－プロピル－１，２，３，６－テトラ
ヒドロ－ピリジン－４－イル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－１，２，３，６－テトラヒドロ－ピリジン－４－イル）－Ｎ－（５－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－フェノキシ
｝－チアゾール－２－イル）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－［１－（３－メチル－ブチル－１，２，３
，６－テトラヒドロ－ピリジン－４－イル］－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イ
ル）－ベンズアミド、
３－（４－ヒドロキシ－ピペリジン－１－イルメチル）－１－イソプロピル－１Ｈ－イン
ドール－６－カルボン酸（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２
－メトキシメチル－フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－アミド、
２－［２－（４－ヒドロキシ－ピペリジン－１－イル）－エチル］－ベンゾフラン－６－
カルボン酸（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメ
チル－フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－アミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（３－ピペリジン－１－イル－プロポキシ）－ベ
ンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズ
アミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メチル－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
トキシメチル－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－
ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
トキシ－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズ
アミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メチルカルバモイ
ルメチル－フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソブチル－１，２，３
，６－テトラヒドロ－ピリジン－４－イル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛５－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズ
アミド、
｛（４－シス）－［４－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２
－メトキシ－フェノキシ｝－フェニルカルバモイル）－フェノキシ］－シクロヘキシル｝
－トリメチル－アンモニウム、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ



(19) JP 2008-538749 A5 2009.4.9

チル－フェニル）－４－（３－ピペリジン－１－イル－プロポキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イ
ルメチル）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イ
リデンメチル）－ベンズアミド、
４［１－（２－ジメチルアミノ－アセチル）－１，２，３，６－テトラヒドロ－ピリジン
－４－イル］－Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メ
トキシメチル－フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－ベンズアミド、
１－イソプロピル－２－（２－ピペリジン－１－イル－エチル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾ
ール－５－カルボン酸（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－
メトキシ－フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－アミド、
１－イソプロピル－２－（２－ピペリジン－１－イル－エチル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾ
ール－５－カルボン酸（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェ
ノキシ｝－３－メチル－フェニル）－アミド、
１－［３－（４－ヒドロキシ－ピペリジン－１－イル）－プロピル］－１Ｈ－インドール
－５－カルボン酸（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メト
キシ－フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－アミド、
１－（２－ピペリジン－１－イル－エチル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（５－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－チ
アゾール－２－イル）－アミド、
４－［１，４’］ビピペリジニル－１’－イル－Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－
プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－ベン
ズアミド、
４－［エチル－（３－ピペリジン－１－イル－プロピオニル）－アミノ］－Ｎ－（５－｛
４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－チア
ゾール－２－イル）－ベンズアミド、
４－［アセチル－（２－ピペリジン－１－イル－エチル）－アミノ］－Ｎ－（５－｛４－
［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－チアゾー
ル－２－イル）－ベンズアミド、
４－［エチル－（３－ピペリジン－１－イル－プロピル）－アミノ］－Ｎ－（５－｛４－
［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－チアゾー
ル－２－イル）－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（３－ピペリジン－１－イル－プロピオニルアミ
ノ）－ベンズアミド、
４－［エチル－（３－ピペリジン－１－イル－プロピオニル）－アミノ］－Ｎ－（５－｛
４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－チアゾール－２－イ
ル）－ベンズアミド、
４－［アセチル－（２－ピペリジン－１－イル－エチル）－アミノ］－Ｎ－（４－｛４－
［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）
－ベンズアミド、
４－（４－エチル－ピペラジン－１－カルボニル）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－ベンズアミド、
５－（３－イソプロピル－ウレイド）－２－（４－｛［１－（２－ピペリジン－１－イル
－エチル）－１Ｈ－インドール－５－カルボニル］－アミノ｝－フェノキシ）－メチル　
ベンゾエート、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－３－メトキシ
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－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－２－フルオロ－フェニル）－３－メチル－
ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イ
ルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－エチル－Ｎ－（４－｛４－［３
－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－
ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（１－メチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズアミド
、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－エチル－Ｎ－（４－｛４－［３
－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－
３－メトキシ－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－エチル－Ｎ－（４－｛４－［３
－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－
３－メチル－ベンズアミド、
Ｎ－（５－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－チアゾール－２－イル）－４－（１－イソプロピル－１，２，３，６－テ
トラヒドロ－ピリジン－４－イル）－ベンズアミド、
１－（３－ピペリジン－１－イル－プロピル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４
－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－
３－メチル－フェニル）－アミド、
１－（２－ピペリジン－１－イル－エチル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェ
ニル）－アミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（２，２
，２－トリフルオロ－エチル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（
３－エンド）－イルオキシ）－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロ－エチル）－ベンズアミ
ド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－３，５－ジメ
チル－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１，（シス，シス－２，６）－トリメチル－ピペリジン－（
シス－４）－イルオキシ］－ベンズアミド、
２－クロロ－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メト
キシ－フェノキシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１
］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１，（シス，シス－２，６）－トリメチル－ピペリジン－（
トランス－４）－イルオキシ］－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－３－クロロ－Ｎ－エチル－Ｎ－（４
－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－
フェニル）－ベンズアミド、



(21) JP 2008-538749 A5 2009.4.9

４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド
、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－プロポキシ－フェノキシ｝－フェニル）－３－メチル
－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－２－フルオロ
－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド、
１－（４－｛１－［４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンゾイル］－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インドル－５－イルオキシ｝－３－メトキシ－フェニル）－３
－（１－エチル－プロピル）－尿素、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－フェノキシ｝－３－メチル－フェニ
ル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニ
ル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－フルオロ－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド
、
１－（１－エチル－プロピル）－３－（３－メトキシ－４－｛１－［４－（８－メチル－
８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンゾイル
］－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インドル－５－イルオキシ｝－フェニル）－尿素、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（
３－エキソ）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛２－エチル－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキ
シ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（３
－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［４－（３－イソプロピ
ル－ウレイド）－フェノキシ］－２－メトキシ－フェニル｝－ベンズアミド、
１－（４－｛１－［４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－３－メチル－ベ
ンゾイル］－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インドル－５－イルオキシ｝－３－メトキシ－フ
ェニル）－３－（１－エチル－プロピル）－尿素、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エチル－４－［３
－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルメトキシ）－ベン
ズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－トリフルオロメチ
ル－フェノキシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］
オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［４－（３－ジメチルア
ミノ－ウレイド）－フェノキシ］－３－メトキシメチル－フェニル｝－３－メチル－ベン
ズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（Ｎ，Ｎ－
ジメチル－アミノ）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メトキシメチル－フェニル）－３
－メトキシ－ベンズアミド、
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４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－トリフルオロメチル－フェニル）－ベ
ンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［４－（３－イソプロピ
ル－ウレイド）－ベンジル］－フェニル｝－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニ
ル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（３－エンド）－
イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛２－クロロ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキ
シ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（３
－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オク
ト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－フルオロ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（
３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－クロロ－４－［３
－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－２－フルオロ－フェニル）－
ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－３－メチル－
ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（
３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－３－フルオロ
－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド
、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［４－（３－イソプロピ
ル－ウレイド）－２－メトキシ－フェノキシ］－フェニル｝－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－２－フルオロ－フェニル）－ベンズアミド
、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－３－トリフル
オロメチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－２－メトキシ－フェニル）－３－メチル－
ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－３－メチル－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（３
－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［４－（３－イソプロピ
ル－ウレイド）－フェノキシ］－３，５－ジメチル－フェニル｝－ベンズアミド、
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Ｎ－（４－｛３－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズア
ミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［４－（３－イソプロピ
ル－ウレイド）－フェノキシ］－２，５－ジメチル－フェニル｝－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［４－（３－イソプロピ
ル－ウレイド）－３－メトキシ－フェノキシ］－フェニル｝－ベンズアミド、
４－（１－イソプロピル－１，２，３，６－テトラヒドロ－ピリジン－４－イル）－Ｎ－
｛４－［４－（３－イソプロピル－ウレイド）－２－メトキシ－フェノキシ］－フェニル
｝－ベンズアミド、
４－｛４－［４－（１－イソプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンゾイルアミ
ノ］－２－メチル－フェノキシ｝－フェニルの（１－エチル－プロピル）－カルバメート
、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（１－メチル－１，２，３，６－テトラヒドロ－ピリジン－４
－イル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－３－メチル－フェニル）－４－（１－エチル－１，２，３，６－テトラヒドロ－
ピリジン－４－イル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－１，２，３，６－テトラヒドロ－ピリジン－４－イル）－Ｎ－（４－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－３
－メチル－フェニル）－ベンズアミド、
４－（１－イソブチル－１，２，３，６－テトラヒドロ－ピリジン－４－イル）－Ｎ－｛
４－［４－（３－イソプロピル－ウレイド）－２－メトキシ－フェノキシ］－フェニル｝
－ベンズアミド、
１－（２－ピペリジン－１－イル－エチル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メチルカルバモイル－フェノ
キシ｝－フェニル）－アミド、
４－［アセチル－（３－ピペリジン－１－イル－プロピル）－アミノ］－Ｎ－（４－｛４
－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル
）－ベンズアミド、
Ｎ－エチル－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メト
キシ－フェノキシ｝－フェニル）－３－フルオロ－４－（８－メチル－８－アザ－ビシク
ロ［３．２．１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－３－フルオロ－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．
１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－３－メチル－フェニル）－４－（１－メチル－１，２，３，６－テトラヒドロ－
ピリジン－４－イル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［４－（３－イソプロピ
ル－ウレイド）－フェノキシ］－フェニル｝－ベンズアミド、
４－［１－（２－ジメチルアミノ－アセチル）－ピペリジン－４－イルオキシ］－Ｎ－（
４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝
－フェニル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［４－（２－ジメチルア
ミノ－アセチルアミノ）－２－メトキシ－フェノキシ］－フェニル｝－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［３－ヒドロキシメチル
－４－（３－イソプロピル－ウレイド）－フェノキシ］－フェニル｝－ベンズアミド、
５－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－Ｎ－メチル－２－｛４－［４－（３
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－ピペリジン－１－イル－プロポキシ）－ベンゾイルアミノ］－フェノキシ｝－ベンズア
ミド、
４－［（４－シス）－ジメチルアミノ－シクロヘキシルオキシ］－Ｎ－（４－｛４－［３
－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－
ベンズアミド、
５－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－（４－｛４－［３－（４－ヒド
ロキシ－ピペリジン－１－イル）－プロポキシ］－ベンゾイルアミノ｝－フェノキシ）－
Ｎ－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［４－（３－イソプロピ
ル－ウレイド）－フェニルスルファニル］－フェニル｝－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（１－メチル－１，２，３，６－テトラヒドロ－ピリジン－４
－イル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－フェニル）－４－（１－イソプロピル－１，２，３，６－テトラヒドロ－
ピリジン－４－イル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－３－メチル－フェニル）－４－（１－イソプロピル－１，２，３，６－テトラヒ
ドロ－ピリジン－４－イル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（１－イソプロピル－１，２，３，６－テトラヒドロ－ピリジ
ン－４－イル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－３－メチル－フェニル）－４－（１－プロピル－１，２，３，６－テトラヒドロ
－ピリジン－４－イル）－ベンズアミド、
１－［３－（４－ヒドロキシ－ピペリジン－１－イル）－プロピル］－１Ｈ－インドール
－５－カルボン酸（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メチ
ルカルバモイル－フェノキシ｝－フェニル）－アミド、
１－（３－ピペリジン－１－イル－プロピル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４
－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フ
ェニル）－アミド、
３－メチル－１－（２－ピペリジン－１－イル－エチル）－１Ｈ－インドール－５－カル
ボン酸（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－
メチル－フェニル）－アミド、
３－アセチル－１－（２－ピペリジン－１－イル－エチル）－１Ｈ－インドール－５－カ
ルボン酸（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３
－メチル－フェニル）－アミド、
４－［アセチル－（３－ピペリジン－１－イル－プロピル）－アミノ］－Ｎ－（５－｛４
－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－チアゾ
ール－２－イル）－ベンズアミド、
２－（４－｛４－［アセチル－（３－ジエチルアミノ－プロピル）－アミノ］－ベンゾイ
ルアミノ｝－フェノキシ）－５－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－Ｎ－メ
チル－ベンズアミド、
４－［エチル－（３－ピペリジン－１－イル－プロピオニル）－アミノ］－Ｎ－（４－｛
４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニ
ル）－ベンズアミド、
４－［エチル－（３－ピペリジン－１－イル－プロピル）－アミノ］－Ｎ－（４－｛４－
［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）
－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
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チル－フェニル）－４－（３－ピペリジン－１－イル－プロピオニルアミノ）－ベンズア
ミド、
１－（３－ピペリジン－１－イル－プロピル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４
－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メチルカルバモイル－フェ
ノキシ｝－フェニル）－アミド、
４－（１－ベンジル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エ
チル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミ
ド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－（ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（１－プロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズアミ
ド、
酢酸４－｛４－［４－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－
メトキシ－フェノキシ｝－フェニルカルバモイル）－フェノキシ］－ピペリジン－１－イ
ル｝－ブチル、
４－［１－（３－ジメチルアミノ－プロピル）－ピペリジン－４－イルオキシ］－Ｎ－（
４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝
－フェニル）－Ｎ－（２－メトキシ－エチル）－ベンズアミド、
４－［１－（３－ジメチルアミノ－プロピル）－ピペリジン－４－イルオキシ］－Ｎ－（
４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝
－フェニル）－Ｎ－イソブチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－
ベンズアミド、
４－（８－ブチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（３－エンド）－イルオ
キシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ
－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド、
４－（８－エチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（３－エンド）－イルオ
キシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ
－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［８－（３－メトキシ－プロピル）－８－アザ－ビシクロ［３
．２．１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［８－（２－メトキシ－エチル）－８－アザ－ビシクロ［３．
２．１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１－（４，４，４－トリフルオロ－ブチル）－ピペリジン－
４－イルオキシ］－ベンズアミド、
４－［１－（２－ジメチルアミノ－エチル）－ピペリジン－４－イルオキシ］－Ｎ－（４
－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－
３－メチル－フェニル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１－（４－フルオロ－ブチル）－ピペリジン－４－イルオキ
シ］－ベンズアミド、
４－［１－（１－エチル－プロピル）－ピペリジン－４－イルオキシ］－Ｎ－（４－｛４
－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル
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）－ベンズアミド、
酢酸｛４－［４－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキ
シ｝－３－メチル－フェニルカルバモイル）－フェノキシ］－ピペリジン－１－イル｝－
エチル、
｛４－［４－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝
－３－メチル－フェニルカルバモイル）－フェノキシ］－ピペリジン－１－イル｝－酢酸
、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１－（４－ヒドロキシ－ブチル）－ピペリジン－４－イルオ
キシ］－ベンズアミド、
酢酸４－｛（３－エンド）－［４－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレ
イド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニルカルバモイル）－フェノキシ］－８－ア
ザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－８－イル｝－ブチル、
４－［８－（３－ジメチルアミノ－プロピル）－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オク
ト－（３－エンド）－イルオキシ］－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）
－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド、
４－［１－（３－ジメチルアミノ－プロピル）－ピペリジン－４－イルオキシ］－Ｎ－（
４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝
－フェニル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（８－プロピル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－
３－イルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ｓｅｃ－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（
１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－ベン
ズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（２－メ
トキシ－エチル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［８－（２－ヒドロキシ－エチル）－８－アザ－ビシクロ［３
．２．１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［８－（４，４，４－トリフルオロ－ブチル）－８－アザ－ビ
シクロ［３．２．１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［８－（３－ヒドロキシ－プロピル）－８－アザ－ビシクロ［
３．２．１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（８－イソプロピル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オク
ト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－シクロヘキシルメチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－
ベンズアミド、
４－［１－（２－エチル－ブチル）－ピペリジン－４－イルオキシ］－Ｎ－（４－｛４－
［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）
－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－［１－（２－メトキシ－エチル）－ピペリジン－４－イルオキシ
］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
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チル－フェニル）－４－［１－（２－ヒドロキシ－エチル）－ピペリジン－４－イルオキ
シ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［８－（４－ヒドロキシ－ブチル）－８－アザ－ビシクロ［３
．２．１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ］－ベンズアミド、
４－（８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－Ｎ－
（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ
｝－フェニル）－ベンズアミド、
４－（８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－Ｎ－
（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ
｝－フェニル）－Ｎ－（２－メトキシ－エチル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１－（３－メトキシ－プロピル）－ピペリジン－４－イルオ
キシ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１－（２－ヒドロキシ－エチル）－ピペリジン－４－イルオ
キシ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－３－メチル－フェニル）－４－［１－（３－ヒドロキシ－プロピル）－ピペリジ
ン－４－イルオキシ］－ベンズアミド、
４－［１－（２－エトキシ－エチル）－ピペリジン－４－イルオキシ］－Ｎ－（４－｛４
－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニ
ル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１－（２－メトキシ－エチル）－ピペリジン－４－イルオキ
シ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－３－メチル－フェニル）－４－［１－（３－メチル－ブチル）－ピペリジン－４
－イルオキシ］－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－イソブチ
ル－ベンズアミド、
４－（１－ｓｅｃ－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（
１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－ベンズ
アミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１－（３，３，３－トリフルオロ－プロピル）－ピペリジン
－４－イルオキシ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１－（３－ヒドロキシ－プロピル）－ピペリジン－４－イル
オキシ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１－（３－メチル－ブチル）－ピペリジン－４－イルオキシ
］－ベンズアミド、
４－［１－（２－ジメチルアミノ－エチル）－ピペリジン－４－イルオキシ］－Ｎ－（４
－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－
フェニル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズ
アミド、
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Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１－（１－メチル－ブチル）－ピペリジン－４－イルオキシ
］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［１－（テトラヒドロ－ピラン－４－イル）－ピペリジン－４
－イルオキシ］－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－［１－（１－ヒドロキシメチル－プロピル）－ピペリジン－４－
イルオキシ］－ベンズアミド、
４－（１－シクロブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１
－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－ベンズア
ミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－［１－（１－メチル－ブチル）－ピペリジン－４－イルオキシ］
－ベンズアミド、
４－（１－シクロペンチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（
１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－ベンズ
アミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－（１－プロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズアミド
、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－（１－メチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－［１－（３－メチル－ブチル）－ピペリジン－４－イルオキシ］
－ベンズアミド、
４－（１－エチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メ
チル－フェニル）－４－（１－イソブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズアミ
ド、
４－（１－シクロプロピル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（
１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－ベンズ
アミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－２－フルオロ－フェニル）
－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１］オクト－（
３－エンド）－イルオキシ）－Ｎ－プロピル－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－２－フルオロ－フェニル）－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．
１］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－２－フルオロ－フェニル）
－３－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛８－［３－（１－エチル－プ
ロピル）－ウレイド］－１０，１１－ジヒドロ－ジベンゾ［ｂ，ｆ］オキセピン－２－イ
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ル｝－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－Ｎ－メチル－４－（８－メチル－８－アザ－ビシクロ［３．２．１
］オクト－（３－エンド）－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－［４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－フェニル］－（４－｛４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－ベンズアミ
ド、
１－（４－｛２－［４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－フェニル］－１
－メチル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－５－イルオキシ｝－３－メトキシ－フェニル）－
３－（１－エチル－プロピル）－尿素、
１－（４－｛２－［４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－フェニル］－１
－プロピル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－５－イルオキシ｝－３－メトキシ－フェニル）
－３－（１－エチル－プロピル）－尿素、
１－（４－｛２－［４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－フェニル］－１
－エチル－１Ｈ－インドル－５－イルオキシ｝－３－メトキシ－フェニル）－３－（１－
エチル－プロピル）－尿素、
１－（４－｛４－［６－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンゾオキサゾ
ル－２－イル］－フェノキシ｝－３－メトキシ－フェニル）－３－（１－エチル－プロピ
ル）－尿素、
１－（４－｛４－［６－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンゾオキサゾ
ル－２－イル］－フェノキシ｝－フェニル）－３－（１－エチル－プロピル）－尿素、
１－（１－エチル－プロピル）－３－（３－メトキシ－４－｛４－［５－（１－メチル－
ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンゾフラン－２－イル］－フェノキシ｝－フェニル）
－尿素、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－クロロ－４－［３
－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－２－フルオロ－フェニル）－
３－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（２－メトキシ－エチル
）－３－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（２－メ
トキシ－エチル）－３－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－２－フルオロ－フェニル）－３－メトキシ
－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノキシ｝－フェニル）－３－メトキシ
－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノ
キシ｝－フェニル）－３－メチル－４－（１－メチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－
ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノ
キシ｝－フェニル）－３－メチル－４－（１－メチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－
ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－２－フ
ルオロ－フェニル）－３－メチル－４－（１－メチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－
ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノ
キシ｝－２－フルオロ－フェニル）－３－メチル－４－（１－メチル－ピペリジン－４－
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イルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－２－フルオロ－フェニル）
－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（２－メ
トキシ－エチル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（２－エトキシ－エチル）－Ｎ
－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキ
シ｝－フェニル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）
－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２，５－ジフルオロ－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズ
アミド、
１－（１－メチル－ピペリジン－４－イル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フ
ェニル）－アミド、
１－（１－メチル－ピペリジン－４－イル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メトキシメチ
ル－フェニル）－アミド、
１－（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メトキシ－フ
ェノキシ｝－フェニル）－アミド、
１－（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４－
｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－２
－フルオロ－フェニル）－アミド、
１－（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４－
｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フ
ェニル）－アミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）
－２，５－ジフルオロ－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２，５－ジフルオロ－フェノキシ｝－フェニル）－２，５
－ジフルオロ－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－２，５－ジフ
ルオロ－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－３－フルオロ－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エ
トキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）
－ベンズアミド、
４－（１－ジメチルアミノ－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ
－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－ベン
ズアミド、
４－（１－ブチル－ピロリジン－３－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド
、
４－［（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－メチル－アミノ］－Ｎ－（４－｛４－［
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３－（１－エチル－プロピル）ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－
ベンズアミド、
４－［（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－メチル－アミノ］－Ｎ－（４－｛４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メトキシ－フェノキシ
｝－フェニル）－ベンズアミド、
４－［（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－メチル－アミノ］－Ｎ－（４－｛４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノキシ｝－フェニル）
－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－２－クロロ－Ｎ－（４－｛４－［３
－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－
ベンズアミド、
１－（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インドール－５
－カルボン酸（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］
－フェノキシ｝－フェニル）－アミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－２－メチル－
ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（４－メチル－［１，４］ジアゼパン－１－イル）－ベンズア
ミド、
Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（４－エチル－ピペラジン－１－イル）－ベンズアミド、
１－（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－アミ
ド、
４－（４－ブチル－ピペラジン－１－イル）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（
１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド、
４－（４－ブチル－［１，４］ジアゼパン－１－イル）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－
エチル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニ
ル）－ベンズアミド、
４－（４－ブチル－［１，４］ジアゼパン－１－イル）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－
エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズア
ミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノキシ｝－フェニル）－３－メチル－
ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－（２－ジメチルア
ミノ－エトキシ）－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－
２－フルオロ－フェニル）－ベンズアミド、
１－（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェ
ニル）－アミド、
４－（４－ブチル－［１，４］ジアゼパン－１－イル）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４
－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズア
ミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）
－２－フルオロ－５－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－２－フルオロ
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－５－メチル－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（４－エチル－ピペラジン－１－イルメチル）－ベンズアミド
、
１－（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２，５－ジフルオロ－フェノキシ
｝－フェニル）－アミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２，５－ジフルオロ－フェノキシ｝－フェニル）－３－メ
チル－ベンズアミド、
２－メチル－１，２，３，４－テトラヒドロ－ベンゾ［４，５］フロ［３，２－ｃ］ピリ
ジン－８－カルボン酸（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－
メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－アミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－
ベンズアミド、
４－（４－ブチル－ピペラジン－１－イル）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（
１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－２－フルオロ－５－
メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（テトラ
ヒドロ－ピラン－４－イル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（２－メ
トキシ－１－メチル－エチル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（２－メ
トキシ－プロピル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（テトラ
ヒドロ－フラン－３－イル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－Ｎ－（テトラ
ヒドロ－フラン－２－イルメチル）－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－エチル－Ｎ－（４－｛４－［３
－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メトキシ－フェノキシ｝
－フェニル）－３－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）
－Ｎ－（２－メトキシ－エチル）－３－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－フェノキシ｝－フェニル）
－３－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－｛４－［５－フルオロ－４－（
３－イソプロピル－ウレイド）－２－メトキシ－フェノキシ］－フェニル｝－３－メチル
－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－フェノキシ｝－フェニル）
－２－フルオロ－５－メチル－ベンズアミド、
４－｛４－［４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－３－メチル－ベンゾイ
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ルアミノ］－フェノキシ｝－３－メトキシ－フェニルの（１－エチル－プロピル）－カル
バメート、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛５－フルオロ－２－メ
トキシ－４－［３－（１－メトキシメチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フ
ェニル）－３－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）
－３－メチル－ベンズアミド、
Ｎ－｛４－［５－フルオロ－４－（３－イソプロピル－ウレイド）－２－メトキシ－フェ
ノキシ］－フェニル｝－４－［１－（３－メトキシ－プロピル）－ピペリジン－４－イル
オキシ］－３－メチル－ベンズアミド、
４－（４－ブチル－［１，４］ジアゼパン－１－イル）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４
－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－２，５－
ジフルオロ－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－２，５－ジフ
ルオロ－ベンズアミド、
４－［１－（２－エトキシ－エチル）－ピペリジン－４－イルオキシ］－Ｎ－（４－｛４
－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－３－メチル－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メ
トキシ－フェノキシ｝－フェニル）－４－［１－（２－メトキシ－エチル）－ピペリジン
－４－イルオキシ］－３－メチル－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メ
トキシ－フェノキシ｝－フェニル）－４－［１－（３－メトキシ－プロピル）－ピペリジ
ン－４－イルオキシ］－３－メチル－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルアミノ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［
３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミド
、
Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（１－エチル－ピペリジン－４－イルアミノ）－ベンズアミド
、
Ｎ－（２－ジメチルアミノーエチル）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル
）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－４－（１－メチル－ピペリ
ジン－４－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－｛１－［３－（テトラヒドロ－ピラン－４－イルアミノ）－プ
ロピル］－ピペリジン－４－イルオキシ｝－ベンズアミド、
４－［（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－メチル－アミノ］－Ｎ－（４－｛２－エ
トキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）
－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－
３－（２－ヒドロキシ－エチル）ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－Ｎ－（２－メトキシ－エチル）－４－（ピペリジン－４－イルオキ
シ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２，５－ジフルオロ－
フェノキシ｝－フェニル）－４－（ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノ
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キシ｝－フェニル）－４－（メチル－ピペリジン－４－イル－アミノ）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－［（１－エチル－ピペリジン－４－イル）－メチル－アミノ］
－ベンズアミド、
１－（４－｛４－［４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンゾイル］－
３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［１，４］オキサジン－７－イルオキシ｝－フェニル）
－３－（１－エチル－プロピル）－尿素、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノ
キシ｝－２－フルオロ－フェニル）－４－（１－メチル－ピペリジン－４－イルオキシ）
－ベンズアミド、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチ
ル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノキシ｝－２－フルオロ－フェニル）
－３－メチル－ベンズアミド、
１－（１－ブチル－ピペリジン－４－イル）－１Ｈ－インドール－５－カルボン酸（４－
｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノキシ｝－２
－フルオロ－フェニル）－アミド、
１－（４－｛９－［４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンゾイル］－
６，７，８，９－テトラヒドロ－５－オキサ－９－アザ－ベンゾシクロヘプテン－３－イ
ルオキシ｝－３－メトキシ－フェニル）－３－（１－エチル－プロピル）－尿素、
４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－ピペリジン－１－カルボン酸（４－
｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フ
ェニル）－アミド、
１－（４－｛４－［４－（１－ブチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－フェノキシメチ
ル］－フェノキシ｝－３－メトキシ－フェニル）－３－（１－エチル－プロピル）－尿素
、
ならびに、それらの薬学的に許容される塩、それらの溶媒和化合物および水和物、光学異
性体および幾何異性体もしくはそれらの混合物。
【請求項１９】
　以下のものから選択されることを特徴とする、請求項１～１７のいずれかに記載の化合
物、
４－（１－ベンジル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エ
チル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル
）－３－メチル－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－５－フルオロ－２－メ
トキシ－フェノキシ｝－フェニル）－３－メチル－４－（ピペリジン－４－イルオキシ）
－ベンズアミド、
４－（１－ベンジル－ピペリジン－４－イルアミノ）－Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－
［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル）－ベンズアミ
ド、
Ｎ－（４－｛２－エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノ
キシ｝－フェニル）－４－（ピペリジン－４－イルアミノ）－ベンズアミド、
Ｎ－（２－ジメチルアミノーエチル）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル
）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－フェニル）－４－（ピペリジン－４－イ
ルオキシ）－ベンズアミド、
４－［（１－ベンジル－ピペリジン－４－イル）－メチル－アミノ］－Ｎ－（４－｛２－
エトキシ－４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－フェニル
）－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－３－フルオロ－フェノ
キシ｝－３－メチル－フェニル）－３－（２－ヒドロキシ－エチル）－４－（ピペリジン
－４－イルオキシ）－ベンズアミド、
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４－（１－ベンジル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エ
チル－プロピル）－ウレイド］－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）－ベンズアミド
、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－３－メチル－フェニル）－４－（ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズアミド
、
４－（１－ベンジル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エ
チル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノキシ｝－３－メチル－フェニル）
－ベンズアミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシ－フェノ
キシ｝－フェニル）－Ｎ－イソブチル－４－（ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズア
ミド、
Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エチル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－
フェノキシ｝－フェニル）－４－（ピペリジン－４－イルオキシ）－ベンズアミド、
４－（１－ベンジル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－（４－｛４－［３－（１－エ
チル－プロピル）－ウレイド］－２－メトキシメチル－フェノキシ｝－フェニル）－ベン
ズアミド、
　ならびに、これらの化合物の薬学的に許容される塩、溶媒和化合物および水和物、光学
異性体および幾何異性体または混合物。
【請求項２０】
　医薬品としての、請求項１～１８のいずれかに記載の化合物。
【請求項２１】
　薬学的に許容される支持体の中に、請求項１～１９のいずれかに記載の少なくとも１種
の化合物を含む医薬品組成物。
【請求項２２】
　ニューロペプチドＹが関与する疾病、特にニューロペプチドＹの活性が異常に高い疾病
を治療または予防するための、請求項２１に記載の医薬品組成物。
【請求項２３】
　肥満症の治療、異常摂食行動の治療、もしくは食物摂取の調節のため、特に多食症の治
療のため、過剰脂肪の治療のため、ＩＩ型糖尿病、代謝症候群、高血圧症、血管疾患、レ
イノー病、クロム親和性細胞種の治療のため、アンギナの治療のため、冠血管および脳血
管れん縮の治療のため、アテローム性動脈硬化症もしくは心不全、虚血の治療のため、食
欲不振、うつ病、不安、性的行動障害の治療のため、疼痛、炎症、アレルギーもしくはい
くつかの消化管の障害、特に過敏性腸症候群（ＩＢＳ）、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）、もし
くはクローン病の治療のため、薬物もしくはアルコール嗜癖もしくは依存症の問題の治療
のため、または、思春期の開始を調節するための、請求項２１に記載の医薬品組成物。
【請求項２４】
　ヒトもしくは動物の身体のための治療法もしくは予防法に使用することを目的とする医
薬品組成物を調製するための、請求項１～１９のいずれかに記載の少なくとも１種の化合
物の使用。
【請求項２５】
　前記医薬品組成物が、肥満症の治療、異常摂食行動の治療、もしくは食物摂取の調節の
ため、特に多食症の治療のため、もしくは過剰脂肪、ＩＩ型糖尿病もしくは代謝症候群、
高血圧症、血管疾患、レイノー病、クロム親和性細胞種、アンギナの治療のため、冠血管
および脳血管れん縮の治療のため、アテローム性動脈硬化症、心不全もしくは虚血、食欲
不振、うつ病、不安、性的行動障害の治療のため、薬物もしくはアルコール嗜癖もしくは
依存症の問題の治療のため、疼痛、炎症、アレルギーもしくはいくつかの消化管の障害、
特に過敏性腸症候群（ＩＢＳ）、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）、もしくはクローン病の治療の
ため、思春期の開始を調節することを目的とする、請求項２４に記載の使用。
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